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司法行政文書開示通知書

平成31年2月28日付け（同年3月1日受付，最高裁秘書第1118号）で申

出のありました司法行政文書の開示について，下記のとおり開示することとしまし

たので通知します。

記

1 ．開示する司法行政文書の名称等

平成22会計年度における協議会等開催計画案（片面で7枚）

2 開示の実施方法

写しの送付

担当課秘書課（文書室）電話03 （3264） 5652 （直通）
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番号 甑別 側雌時期 会期 協雛蛎項 協雛員等 総人員 所管局課

1

長官， け『長会同 6月9日，

10日

2日 当面の盲l法行政上の蹄問題 商殻長官．地裁・家裁所長 84人 総務局

⑨
】 炎冨事湧打合せ 1 1月 2日 百l法行政上の諸問題 間戒長官 8人 総務局

3 長官事湧打けせ 随時 1日 画l法i丁政上の詣問題 ． 聞波灸官 ． 8人 総務局

.’ 両裁稔湧課憂等事務打合せ 1 1月 1日 稔汚事祷全般の連絡協識 砺殺繼蘇蝿長，同課課長棚佐各1人 16人 総務局

~

｡ 両裁盲席蕃記官躯務打合せ 10月 1日 普記宮事務全般の連絡協雛 商裁の民邪首席蒋記官及び刑事首席
寄記宮谷1人

16人 総務局

6 人畢閏降等事蒔打合せ（断裁事務局次
長）

5月 2日 人躯『丁政等事務全般の連絡協雛 研裁事祷局次長 8人 人事局

7 人畢事汚打a､せ（高裁人事諜長） 10月 2日 人v町丁政事籍全般の連絡協雛 商戒人事課長及び同課企画官又は同

課課長hli佐のうちいずれか1人
16人 人事局

8 人難事蒲打合せ（簡放人事課長） 2月 2日 人悪行政事蒜全般の連絡協縦 間戒人事課長及び同課企画官又は同
雛級長制i住のうちいずれか1人

16人 人事局

9 注埋I翔朧等事祷打合せ（高減事務局次
長）

9月 2日 経理行政等事務全般の連絡協雛 職0奴雛祷同次長 8人 経理局

10 注埋I剣1糸尋事務打合せ（高栽事務局次
長）

2月 2日 経理行政等事務全般の連絡協凝 商放事務局次長 8人 経理局

11 猛埋華祷打合せ（碕波会計課長） 10月 1日 種埋け政事務全般の述絡協縦 商裁会計課長及び同課企画官又は同
裸猟長補佐のいずれか1人

16人 経理局

12 注埋事祷打合せ（商減会計課長） 2月 2日 注埋け政事蕗全般の連絡協羅 岡減会計･課長及び同課企画官又は同
課課長袖佐のいずれか1人

16人 経理局

13 鯛停委画協縦会及び鋼停委員表恥式 10月下旬 1日 l 調停制度の在り方に関し考慮すべき事
項

2最商哉長官安藤

民事捌停委員，家事鯛停委興 58人 民躯局

家庭局



(資料）平成22会計･年度における協継会騨開催計画零
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番号 鮒別 I卿催時期 会期 協雛]IF項 協鍛員等 総人員 所符局課
14 民事事件担当裁判官弊事務打合せ 12月 1日 民事訴訟の将来の在り方について検討すべ

き課題
商裁所在地にある各地裁，横浜． さ

いたま，千紫，京都及び神戸各地裁
の民事事件を担当する裁判官各1人
上記各地織の民事首席書記官又は民
事次席書記官のいずれか1人

26人 民事局

15 砺易減判所民事事件担当裁判官等事務
打合せ

11月上旬こ

ろ

1日 耐易殻判所の民事翫鰹及び民事調停の将来
の在I)方について俄討すべき実務上の課題

研液所在地にある各簡裁並びに横
浜， さいたま，千葉，京都及び神戸
各簡裁の民事事件を担当する裁判官
各1人（噸京及び大阪各緬栽は各2
人）

上記簡栽を管轄する地裁（東京，大
阪， 名占屋，福岡及び札幌を除
く‘ ）の民事首席書記官又は民事次
席番記官のいずれか1人並びに東京
肺裁民事首席番記官及び大阪， 名占
屋，稲岡及び札幌の各簡抜首席番記
宮1人

28人 民事局

lG 下u9j産聴売評価実務珊湧打合せ 1月～3月

｢執行官.甥
務
事
せ
開

に関需I-
字〃一

正う

」

催

打

と同

一
つ
生
ｕ
口
岬

0.5日 不岫産碗売評価における評価基地及び様式
(ハ更なる標地化を図るための方飛騨

濁裁所在地にある各地裁，横浜， さ
いた表，千紫，京都及び神戸各地裁
の不勤産鮠売評価実務を担当する裁
判官各1人

上記各地織の民事首席番記官又は民
瓢次席排記官のいずれか1人
上記各地戒の評価人候補者各1人

郷9人 民事局

17 執行官巫汚に悶十ろ事務打合せ 1 fl～3月

｢不動産鏡
充評価実務
雍務打合
せ」 と同日

開催

0.5日 執行官の駆海処理に関し弩臘寸-べき駆項 商裁所在地にある各地裁，横浜． さ

いた主，千無，京都及び神戸各地蔵
の民邪執行事件を担当する波判官1
人

上記各地裁の民事首席審記宮又は民
率次席書記官のいずれか1人
上記各地放の総括執行官1人

39人 民事局

18 刑事事件担当殻判官協雛会 9月10日 1日 刑事事件の処理に関し考慮寸-べき率項 高栽・地戒の裁判官
(東京商銭は2人）

59人 刑事局

19 首席家庭裁判所調五官聯誇打合せ 5月 1日 商銭の所在地にある家殻の首席家庭裁判所
調逃官が行う調整蛎務に関し考慮寸べき事
項

商減の所在地に‘偽る家裁の首席家庭
栽判所澗在官

8人 家庭局
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(資料）平成22会計年度における協雛会等I卿催計画零
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番号 髄別 11N催時期 会期 協雛蛎項 協雛員等 開催地 1 総人員 所管局裸
12 調停運営協誰会及び調
倖委員喪膨式

奇高波で決

定
（ 9月～1

1月）

1日 1 民事・軍事孤停の運営に関

し考芯すべき事項
2 商裁長官表彰

各地裁及び京波管内の調停協会
において指導的地位にある調停
委員

谷高裁で決定

1

1

谷高栽で
決定

一

民事局

家庭局

13 鐙定委員協議会 奇地裁で決
定

1 6月～1

2月）

1日 借地咋訟事件の処理に関し考慮
すべき事項

唖京及び大阪谷地裁の鑑定委員 谷地裁で決定 各地殻で
決定

民率局

l』 新任司法委員研修会 各地裁で決
定

（ 1月～3
月）

0.5日 司法委員として1ﾉ》職務につき必
要な基礎的知識(ﾉ)習得

W『任司法委員 奇地裁
r

l

各地織で
決定

民事局

15 司法霧員研究会 台-地裁で決

定

｛6月～翌

年3月）

1日～2

日
司法委貝としての職務につき,必
要な実践的知識及び技能U〕習得

司法委員 谷地裁 舌地裁で

決定
民事局

16 下勤産競売評価実務協

議会
10月～1

2月

（ 「執行官

悶係協縦
会j と同日
側催）

0.5日 下鋤遊暁売評価実誇に関し考慮
すべき率項

濁裁の民事首席書記官並びに台
地裁U'民事執行事件を担当する
波判官1人，民事首席警記官又
は民郡次席番記官ﾘ)いずｵlかi
人，評価人候補者1人

(－部合同開催）
屯京
大阪

名古屋（名古屋．福岡）
広励（広島，仙台）
札幌（ L幌，高怯）

158人 民事局

17 執行官関係協誰会 10月から

12月

（ 「不動産
鏡売評価実
誇協雛会」
と同日 11W
催）

0.5日 1 執行官の監好に関し考慮す
べき事項

2執行官の事務処理に関し考
慮寸ぺき事項

高織の民鞭首席番記官並びに奇
地裁ﾘ'民事執行事件を担当する
殻判官1人．民事首席書記官又
は民事次席書記官のいずれか1
人．総括執行官1人

(一部合同開雌）

東京 I
大阪

名古屋(名古屋福岡）
広島(広励.仙台）

札幌(札幌,商怯）

158人 民郡局

18 刑事郡件担当裁判官協
雛会

5月 1日 戒利口制硬の運用に閲し考磁十
べき蛎項

商裁・地裁V)澱判官

(迎合開催）

覗京(噸京， ドL幌）
大阪(大阪，高松）
名古屋〈名古屋．仙台I
禰岡（福岡．広島）

班京， 大阪， 名古屋，福岡
の谷間銭

68人 刑事局

19 法廷通訳セミ十一 谷高裁で決

定
I 6月～翌
年3月）

各2日 法廷通訳に．必要な実雛的知織。

技能‘ﾉ)習得（通訳人候補者が下
足Lている冨語の通訳人候補者
で法廷通訳経験のない音叉は少
ない者を対象）

通訳人侯禰者並びに高裁及び側

催地の地殻U〕縦判官及び書記官
各高純所在地にある地裁
【東京、大阪谷商裁におし｛
ては，それぞれU》高栽が定
N》る管内"'地裁）

各高裁で

決定
刑事局

20 法廷通訳フオローアッ
ブセミナー

舌高抜で決
定

( 9月～翌
年3月）

各2日 波判員栽判，否認事件等複雑困
難な蛎件の通訳に必要な実殿的
知識・技能の習得I自白事件な
どそれほど複雑困難でない事iﾘ：
を難なく担当できる怪度の者を
対鎮）

通訳人候禰音並びに高裁及び簡

裁所在地の地減の裁判官及び密
記官

己 一

各高裁所在地にある地裁

(広島・尚松．仙台・札幌
は共雌で，開催地は広勘，
仙台各地裁）

谷商裁で

決定
刑事局
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